
添付資料  

）  

１ 人身交通事故の推移（平成 27 年～令和６年） 
  ※ 高齢者事故：本資料中において高齢者が第１当事者となった事故 

     

 
○ 人身事故件数は減少傾向で推移しており、令和６年は622件と平成27年の1,053件から431件減少 

（減少率40.9％）している。一方で、65歳以上の高齢者事故件数は、令和６年は186件（29.9％）

と平成27年の250件（23.7％）から64件減少（減少率25.6％）したが、高齢者事故の割合が高くな

っていることから、増加傾向で推移していると言える。 

○ 死者数は増減を繰り返しながら推移している状況にあるが、全死者に占める高齢者の割合は、 

40％台から80％台と高い割合で推移している。 

○ 負傷者数は減少傾向で推移し、令和６年は702人と平成27年の1,250人から548人減少（減少率 

43.8％）している、高齢者の負傷者については、令和６年は128人と平成27年の217人から89人減少 

（減少率41.0％）しており、全体の減少率と同様の結果となった。 

 

２ 高齢者事故の分析結果（平成 27 年～令和６年） 

(1) 月別発生件数 

 

 
○ 高齢者事故件数は12月が213件（10.3％）で最多、10月から12月に619件（30.0％）発生 

○ 死亡事故件数は６月と12月がそれぞれ９件（12.0％）で最多 
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(2) 時間別発生件数 

 

 
○ 高齢者事故件数は10時から12時までの間が411件（19.9％）で最多 

○ 死亡事故件数は14時から16時及び16時から18時までの間がそれぞれ13件（17.3％）で最多 

 

(3) 第１当事者の年齢層別・事故内容別の発生件数（8,347 件） 

  ア その他年齢（5,736 件）  イ 65～74 歳（1,240 件）    ウ 75 歳以上（825 件）  

      
○ 高齢者は他の年齢と比較して、死亡・重傷事故の発生割合が高くなる傾向 

○ 75歳以上では、死亡・重傷事故が全体の22.8％を占め、その他年齢（17.8％）の約1.3倍 
   ※ 重傷事故：１か月以上の治療を要する負傷のある交通事故 

 

(4) 第１当事者の年齢層別・事故類型別発生状況（死亡・重傷事故） 

  （全死亡・重傷事故件数1,490件～その他年齢 1,020件：65-74歳 282件：75歳以上 188件） 

 
○ 死亡・重傷事故の事故類型では、65～74歳は人対車両事故の割合が高く、75歳以上では右左折 

時の割合が高い。 

 

(5) 第１当事者の年齢層別・昼夜別発生状況（死亡・重傷事故） 

 
  ○ 死亡・重傷事故の昼夜別では、高齢になるにつれ昼間（昼-昼）の割合が高い。 
   ※ 昼-明（日の出後１時間）：昼-暮（日没前１時間）：夜-暮（日没後１時間）：夜-明（日の出前１時間） 
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３ 高齢者が死傷した交通事故の分析結果（平成27年～令和６年） 

(1) 月別死傷者数 

 

 
○ 高齢者死者数は11月と12月がそれぞれ13人（10.6％）と多い。 

○ 高齢者負傷者数は12月が186人（11.1％）と多い。 

 

(2) 時間別死傷者数 

 

 
○ 高齢者死者数は16時から18時までの間が26人（21.1％）と多い。 

○ 高齢者負傷者数は10時から12時までの間が341人（20.3％）と多い。 

 

（3) 年齢層別・状態別死傷者割合 ※ 状態別には運転者と同乗者が含まれます。 

（全死傷者数9,450人～その他年齢 7,647人：65-74歳 1,060人：75歳以上 743人）  

 
○ 高齢になるほど、歩行中及び自転車の被害割合が高くなる傾向にある。 

○ 75歳以上では、歩行中が33.4％でその他年齢の約3.9倍、65～74歳の約2.1倍、自転車は19.7％ 

でその他年齢の約1.8倍、65～74歳の約1.6倍となっている。 
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(4) 状態別死者割合（高齢者） 

 
○ 65～74歳（死者数47人）は、自動車運転中の割合が44.7％と75歳以上の約２倍高い。 

○ 75歳以上（死者数76人）は、歩行中死者の割合が56.6％と65～74歳の約1.9倍となっている。 

 

(5) 人対車両事故における歩行中死者（54人）の事故類型別割合 

※ グラフ中の    は「横断中」 

 
○ 65～74歳（死者数13人）は、横断中が53.8％となっている。 

○ 75歳以上（死者数41人）は、横断中が75.6％と突出し、特に横断歩道のない道路における被害

割合が53.7％と65～74歳の約2.3倍となっている。 

 

(6) 人対車両事故における歩行中死者（54人）の昼夜別割合 

※ グラフ中の    は「夜間」 

 
○ 65～74歳（死者数13人）は、昼間が23.1％、夜間が76.9％と夜間の割合が高く、特に夜間のう 

ち、夜-夜（日没後１時間経過後から日の出１時間前）の割合が46.2％と75歳以上の約1.9倍とな 

っている。 

○ 75歳以上（死者数41人）は、昼間が41.5％、夜間が58.5％と夜間の割合が高いが、昼間の割合

は65～74歳の約1.8倍となっており、夜間については、夜-暮（日没後１時間以内～薄暮時間帯）

が34.1％と65～74歳の約1.5倍となっている。 

※ 夜-暮（日没後１時間）：夜-明（日の出前１時間） 

 

※ 割合については、単位未満で四捨五入しているため、合計が100とならない場合があります。 
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